
1. はじめに

平成 29 年告示の中学校学習指導要領では、

音楽科の目標として、 「表現及び鑑賞の幅広い活

動を通して、 音楽的な見方 ・ 考え方を働かせ、

生活や社会の中の音楽、 音楽文化と豊かに関わ

る資質・ 能力を育成すること」 が目指されている。

また、 この資質・ 能力の育成に向けて、 「生徒

の主体的 ・ 対話的で深い学びの実現を図るように

すること。 その際、 音楽的な見方 ・ 考え方を働か

せ、 他者と協働しながら、 音楽表現を生み出した

り音楽を聴いてそのよさや美しさなどを見いだした

りするなど、 思考、 判断し、 表現する一連の過程

を大切にした学習の充実を図ること。」 が求められ

ている。

中学校学習指導要領の 〔共通事項〕 の中では、

「①音楽を形づくっている要素や要素同士の関連

を知覚し、 それらの働きが生み出す特質や雰囲

気を感受しながら、 知覚したことと感受したことの

関わりについて考えること」、 「②音楽を形づくって

いる要素及びそれらに関わる用語や記号などにつ

いて、 音楽における働きと関わらせて理解するこ

と」（文部科学省 2017）、 と記されている。

音楽創作の学習においては、 どのように創作 ・

表現するか試行錯誤したり、 作品のよさ・ 美しさは

何かなどについて考えたりする活動が不可欠であ

る。 この活動が学習として意味あるものとなるため

には、 生徒が音楽を形づくっている要素を知覚・

感受しながら、 音楽を形づくっている要素とその

働きの視点で音や音楽を捉え、 自己のイメージや

感情、 生活や社会、 文化などと関わらせることが

重要である。 このような見方 ・ 考え方を、 音楽の

学習を繰り返す中で豊かなものとし、生涯にわたっ

て音楽を愛好し、 音楽に主体的に関わっていくこ

とに有効に働くものとしていきたい （教育課程研究

会 2016）

2. 目的

本研究では、 2019 年度鳥取大学附属中学校

研究主題である “学力を育む 「やりくり」 授業の

開発” に基づき、 生徒が自主的に思考し、 工夫
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して学習するための授業題材として 「地域 PR ソン

グづくり」 を設定した。 音楽に対する意識や取り

組み方の変化から、 音楽教育への有効性を考察

する。

3. 研究方法

3.1 授業題材の条件

本校研究概要に示されているポイントは以下の

とおりである。 ①授業の中で提示する問題やその

解法を非定型とする。 ②問題の最適解について、

新たな知識を提示して教え込むのではなく、 生徒

自身に試行錯誤させて、 導き出させる。 ③生徒が

最適解を導き出すための意欲を引き出す環境を

整備する（鳥取大学附属中学校 2018）。このポイン

トを満たすように題材を設定した。

3.2 題材の設定

まず課題として旋律の創作を設定した。 このこ

とにより、 授業題材として①②を満足させることに

なる。 題材のねらいとしては、 言葉のリズムと抑揚

及び音のつながり方の特徴を、 表したいイメージ

と関わらせて理解し、 音楽表現を工夫して旋律を

つくることとした。 教材として、 「鳥取」 をテーマに

した自作の詞を用いることとし、 さらに、 旋律の伴

奏として、図 1 に示す 「カノン／パッヘルベル作曲」

で使われているコード進行を用いることとした。 「鳥

取」 についてのイメージや自分たちの思いを歌詞

に織り交ぜることで、 生徒が言葉の抑揚やまとま

りを捉えやすく、 それらを生かした旋律がイメージ

しやすいと考える。 また、 決められたコード進行の

中であっても、 音のつながり方、 リズムの組み合わ

せ方等によって、 音楽は様々な表情をもち、 限り

なく広がっていくという面白さを、 試行錯誤の中で

実感させたいと考えた。 自分たちのふるさと「鳥取」

をテーマとして扱うことで、音楽と社会、生活、伝統、

文化などを関連付けて考えさせ、 さらに、 音楽の

諸要素とその働き、 それらが生み出す雰囲気を音

楽活動の中で実感させ、 気付いたことや感じたこ

とを共有し、 考えを広げていくことで深い学びにし

たいと考えた。

また、③については、自分たちの住むふるさと 「鳥

取」 を県外の方や海外の方へ PR することを目標

とすることで主体的に学習に取り組む姿につなげ

たいと考えた。 郷土の資料を自由に手に取ってイ

メージを膨らませることのできる環境を整え、 創作

のヒントをワークシート ・ 掲示等で示したり、 自由に

音を出すことのできる環境を整えたりした。

3.3 授業実践の対象及び学習状況

本研究は第 3 学年の生徒を対象の中心とした。

単旋律の創作や、和音や和声の学習については、

2 年生時に取り組んできている （奥村 2019）。 ま

た、 昨年度より、 授業の初めに簡単なリズム創作

やリズム叩きの学習に取り組んできた。 創作活動

を行うにあたり、 音を試す際に使用する楽器の一

つであるアルトリコーダーについては、 昨年度より

8 小節程度の様々な楽曲を演奏してきた。 しかし、

読譜や記譜については慣れていない生徒が多く、

器楽の学習の際にはカタカナで記入した階名の

みを見て演奏している生徒も多い状況であった。

3.4 学習環境の整備

創作にあたり、音を試す方法として、 アルトリコー

ダー、 4 人グループで 1 つの電子ピアノ、 i Pad の

うちいずれかを自由に使用できる環境を準備した

（図 2）。

リコーダー演奏を苦手とする生徒に対して、 i 
Pad のアプリ 「Garage Band」（図 3） を用いること

により、 演奏技術に依存せず、 気軽に音を出して

試そうとする意欲を高めることをねらって学習環境

を整えた。 「Garage Band」 では、 予め教師が記

録しておいた伴奏を自分たちで再生し、 何度も聴

きながらコードに合わせて演奏したり、 録音して聴

いてみたりすることが可能である。 さらに、 i Pad を

図 1. カノンに用いられる和音進行

図 2. リコーダーや電子ピアノを用いた学習の様子
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用いることで、中間発表の際、Air Drop を使用して、

生徒の創作した楽譜写真を学級全体で共有する

ことが可能である （図 4）。

また、 グループで創作した作品を中間発表で

披露し、 他グループからのアドバイスを受けて自分

たちの作品を再考する場面で、 音の変更点やさら

なる工夫点が分かるよう、 ワークシートを透明フィル

ムではさみ、 その上からホワイトボードマーカーで

変更点を記入できるよう教材を準備した。 裏面は

マグネットになっており、 黒板にワークシートを簡単

に提示することができる。 学習評価の参考にする

こともできる。

さらに、 図書館と連携し、 郷土に関する資料を

多数用意し （図 5）、 生徒が自由に手に取りイメー

ジを膨らませることができるようにした（図 6）。

その他、 既習の学習事項を板書や音楽室内の

掲示物で提示し、 生徒が創作のヒントとして活用

できるようにした（図 7）。

3.5 学習の流れ

第 1 時 ： ◎言葉のリズムや抑揚、 音のつながり方

の特徴に関心をもつ。 【個人】

①テーマ 「鳥取」 から連想するものをイメージマッ

プに書く。

② 8 拍におさまる鳥取をテーマにした歌詞を考え

る。

③ワークシートに、 歌詞とともにリズムを書き込む。

さらに、 つくった歌詞の抑揚を調べて星座表に

書き込む。

④言葉のリズムや歌詞の抑揚を生かしてハ長調の

旋律をつくり、 五線譜に記譜する （図 8）。

図 3. i Pad アプリ 「Ｇａｒａｇｅ　Ｂａｎｄ」

図 4. i Pad を活用したグループ学習の様子

図 5. 郷土に関する資料

図 6. 資料を活用した話し合い活動の様子

図７.　授業の板書 ・ 学習の手立て
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⑤工夫した点を伝えてから創作した歌を発表し、

工夫点がどのような効果をあげていたか意見交

流をする。

第 2 時 ： ◎ 4 分の 4 拍子 8 小節におさまる歌詞

とリズムを考える。 【ペア→グループ】

①参考曲 「花／滝　廉太郎作曲」 「春が来た／

岡野　貞一作曲」 「ひまわりの約束／秦　基博

作曲」 を鑑賞し、 リズムの反復 ・ 変化や音のつ

ながり方について知覚し、 それらの働きが生み

出す雰囲気を感受する。

②グループで PR したいテーマを決定し、 8 小節

におさまる歌詞を考える。

③言葉のリズムやまとまりを生かしてリズムを創作

し、 ワークシートに書き込む （図 9）。

第 3 時 ： ◎言葉のリズムや抑揚を生かして旋律を

創作する。 【グループ】

①創作した歌詞の抑揚を調べて星座表に書き込

む （図 10）。  
② i Pad で伴奏を聞きながら、 アルトリコーダーや

鍵盤楽器で様々な音のつながり方を試し、 ワー

クシートに記入する。

第 4 時 ： ◎中間発表を通して、 他グループの良さ

や工夫点をとらえ、 自分達の作品の創

意工夫に生かす。 【全体→グループ】

①中間発表を通して、 他グループの良さや工夫点

を見つけ、 付箋紙に記入してグループで共有す

る。 さらに、 クラス全体でも伝え合う （図 11、 図

12）。

②自分たちの作品を再考しながら練習をする。

図 8. ワークシート （第１時）

図 10. ワークシート （第３時）

図 9. ワークシート （第２時） 図 11. 中間発表の様子
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第 5 時：◎学習のまとめをする。 【グループ→個人】

①各グループの作品を、 i Pad のアプリ 「Garage 
Band」 を用いて録音記録する （図 13）。

②演奏を聴きながら学習を振り返り、 学んだことを

文章にまとめる。

4. 結果と考察

4.1. 結果

授業を受けて生徒が記述したワークシートを、

図 14 ～図 16 に示す。

図 14 に示すワークシートを記入したグループ

は、 言葉のもつリズムや抑揚を生かしつつ、 図中

①で示す付点のリズムを用いて踊りのイメージをより

分かりやすく伝えようと工夫する姿が見られた。 歌

詞には、 「鳥取しゃんしゃん祭り」 の情景と共に、

「豊作願い　雨よ降れ降れ」 といった傘踊りに込

図 12. 中間発表を通しての気づきを全体で共有

図 13. 録音の様子

図 14. しゃんしゃん傘踊り PR ソング

図 15. 食のみやこ鳥取 PR ソング

図 16. 住みたい田舎 No.1PR ソング
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められた意味も表されている。 既習事項や生徒自

身の経験を活かしながら、 男女問わず歌いやす

くするにはどのような音域 ・ 音程が良いか、 何度も

歌いながら考える姿が見られた。 生徒自身も、 「こ

の歌のこの部分が好き」 と言った発言をするなど、

完成した作品に愛着を持っており、 授業後にも何

度も歌い楽しむ様子が見られた。

図 15 に示すワークシートを記入したグループ

は、 言葉の最初に 8 分休符や 4 分休符を取り入

れ、 言葉のもつリズムを活かそうと工夫する姿が見

られた。 最後に小節を跨いで現れる 「ウェルカニ」

という歌詞 （図中②） を、 聴く人に印象付けるため

に、 言葉の前後に休符を取り入れる工夫がなされ

ている。 歌詞には、 「来てみんさいな」 といった鳥

取の方言も用いられている。 また、 中間発表を通

して、 はじめに創作していた旋律が和音進行に合

わないことに気付き、 使用する音を変更した様子

も読み取れる （図中③）。

図 16 に示すワークシートを記入したグループ

は、 中間発表を通して図中④で示す部分が、 言

葉の抑揚に合わず歌いにくく覚えにくいこと、 音域

が高すぎることに気付き、 「リラックス」 という言葉

のもつリズムや抑揚を活かしてリズムや音程を変更

し、 さらに歌いやすい音程に下げたことが読み取

れる。 その他、 はじめに創作していた旋律が和

音進行に合わないことに気付き、 音を変更した様

子 （図中⑤） や、 4 分の 4 拍子に入る音符の数を

考え訂正した様子 （図中⑥） が読み取れる。 4 分

音符の 「シ」 の音の棒の向きは、 見る人にとって

上下どちらが分かりやすいか （図中⑦）、 など細か

な部分まで話し合い、 既習曲の楽譜を使って自ら

調べようとする姿も見られた。

他のグループでは、 「星取県」 「日本遺産 ・ 獅

子舞」 「マンガ王国鳥取」 「鳥取砂丘」 「山陰海岸

ジオパーク」 などをテーマとして、 PR ソングの創作

を行った。グループで創作した歌詞は、語数も様々

であったが、 どのグループも、 4 分の 4 拍子 8 小

節の拍子に合うよう言葉のもつリズムを活かしなが

らリズムを創作し、 言葉の抑揚を調べながら、 和

音進行に合うようにするにはどの音が良いか試行

錯誤しながら記譜を行うことができた。 アウフタクト

を用いて創作するグループもあり、 既習事項を活

用し、 自分たちの作品に取り入れることで、 楽譜

に対する理解をさらに深めることができていた（図

17）。

作品の発表の際には、 曲のイメージと、 イメー

ジを表現するために行った工夫について言葉で説

明してから歌唱を行った。 聴く側も、 どのようなこと

が感じ取れたか、 良さは何かという点について感

じ取り伝え合うことができた。 これらの活動を通し

ての気付きや改善点を再度グループで話し合い、

思いや意図をもって作品を再考することができ、

深い学びとすることができた。

また、 振り付けを取り入れるグループもあり、 自

分たちの創作した曲をしっかりと覚え、 全体の前

で堂 と々表現する姿も見られた（図 18）。

4.2. 作品の発表 ・ 地域への発信

創作した作品の中から、 図 14 に示した 「しゃん

しゃん傘踊り」 に関するものを、 生徒主体で吹奏

楽版に編曲を行った。 地域の施設等で発表する

機会を得ることができ、 吹奏楽部の生徒が傘踊り

ともに披露した。 図 19 に示す鳥取砂丘コナン空

港の 「空港フェスタ」 では、 東京からの観光客の

方や県外の方を前に鳥取 PR ソングを発表し、 鳥

取を紹介することができた。 多くの方から好評をい

ただき、 生徒にとってとても良い機会となった。 そ

の様子を、 翌日の学年集会で動画とともに紹介し、

学年全体で達成感を共有することができた。

図 20 に示すイギリスの学生との交流会では、

図 17. 教科書や資料を活用しながら記譜の方法を

調べ、 楽譜を作成する様子

図 18. 完成した作品に愛着をもって表現する様子
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本校を訪問したイギリスの学生に向けて、 鳥取 PR
ソングとともに、 日本の文化 ・鳥取の文化を紹介す

ることができた。 海外の方に鳥取の文化を知って

いただき、 目の前で喜んでくださる様子を見た生

徒たちは、 とても嬉しそうな様子であった。

図 21 に示す本校文化祭では、 とりぎん文化会

館梨花ホールで、 会場いっぱいに鳥取 PR ソング

を響かせ、 保護者の方や地域の方にも聴いてい

ただくことができた。

さらに、 図 22 に示す鳥取市民会館で行われた

「鳥取県東部中学校吹奏楽フェスティバル」 でも、

多くの聴衆の方を前に鳥取 PR ソングの発表の機

会をいただき、 他校の中学生にも本校の取り組み

を紹介することができた。

生徒にとっても、 これら多くの発表の機会をい

ただきお客様の反応を直接体感したことで、 大き

な自信にも繋がり、 改めて、 鳥取の良さを感じるこ

とのできた機会となった。

4.3. 考察

授業後のアンケートの記述内容を、 図 23 ～図

26 に示す。

図 19. 鳥取砂丘コナン空港でのＰＲの様子

図 20. イギリスの学生との交流の場で鳥取の文化の

紹介とともに PR ソングを披露

図 21. 本校文化祭での発表の様子

（とりぎん文化会館梨花ホールにて）

図 22. 他校の中学生を前に発表を行う様子

（鳥取市民会館大ホールにて）
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図 23. アンケートの記述 （言葉のもつリズムや抑揚

の生かし方、 音のつながり方、 休符の効果、

反復の使用等による旋律の雰囲気への影響

について）

図 24. アンケートの記述 （楽譜の理解、 リコーダー

や鍵盤楽器の演奏技能の高まりについて）
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図 25. アンケートの記述 （グループ活動や全体活

動からの学びについて）
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図 23 に示すアンケートの記述では、 言葉のも

つリズムや抑揚の生かし方、 音のつながり方、 休

符の取り入れ方によって旋律の雰囲気が変わるこ

とや、 その面白さへの気付きについて記入されて

いる。 イメージを表現するために、 音符や休符を

どのように用いるか、 思いや意図をもって創作した

様子が読み取れる。

図 24 に示すアンケートの記述では、 記譜や読

譜を苦手としていた生徒が、 今回の活動を通して

音符や楽譜について一つずつ理解しようと努力し

（図 17）、 試行錯誤しながら曲を完成させることが

でき満足した様子が読み取れる。 記譜について

は、 既習曲楽譜やワークシートを見ながら、 音符

の棒の長さやはたの向き、 1 小節に入る音符の数

について自分たちで確認し、 記録することができ

ていた。 五線譜に音符を書く活動により、 より音

符や楽譜についての理解が深まったことが確認で

きた。

さらに、 リコーダーや鍵盤楽器の演奏技能につ

いて、 それまで自信のなかった生徒が、 創作活動

を通して上達を感じたことが分かった。

また、今後音楽を聴く際に、「作者の伝えたかっ

たことを考えてみたい」 といった記入もあり、 積極

的に音楽と関わろうとする姿勢も読み取れる。

図 25 に示すアンケートの記述では、 グループ

や学級全体の活動で仲間から学んだことや、 そ

の学び合いにより作品を完成させることができたこ

と、 さらに、 学級全体で共有できたことへの達成

感や喜びについて記入されている。 個人→ペア→

グループ→全体→グループ→個人、 という流れで

学習を進めていく中で、 考えがより広く、 深まって

いったことが確かめられた。 また、 創作の手順を、

作詞→星座表→作曲としたことで、 活動の流れが

分かりやすかった、という意見が多かった。 グルー

プの全員が活動に取り組めるよう役割分担をしな

がら進めるなど、 それぞれのグループで工夫をし、

主体的、 協働的に取り組む姿が見られた。

図 26 に示すアンケートの記述では、 鳥取の良

いところや、 今まで知らなかった鳥取のすごいとこ

ろについて発見した点が記入されている。

アンケート全体を通して、 「鳥取を見直す良い機

会となった」、 「とても楽しかった」、 「もっと音楽が好

きになった」 といった肯定的な意見が多く見られ

た。 また、 今後歌唱表現をする際に、 「言葉の抑

揚を考えながら、感情を込めて表現したい」 といっ

た意欲的な意見も見られた。

「新学習指導要領の展開」（福島　2017） による

と、 創作の学習で大切にしなければならないポ

イントは次の 3 点である。 ①あらかじめ、 作りたい

作品のイメージをもたせておくこと、 ②自分が出し

た音にしっかりとした意識をもたせること、 ③創作

活動に取り組むことの楽しさや喜びを味わわせるこ

と。 今回の学習では、 これら 3 点について満足さ

せる学習活動を行うことができた。

4.4. 授業を受けた後の生徒の変化

図 26. アンケートの記述 （鳥取の良さを再発見した

様子について）
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本授業を実施した後の合唱授業においても、

パート練習の中で音楽用語を用いて活発に意見

交換し、 楽譜をよく見て、 音符の長さや音程等を

知覚し、 作者の意図など楽曲を深く理解して音楽

表現を高めていく姿が見られた。 また、 クラス全体

で合唱曲の音楽記号や音符の長さを共通理解し

ようとする拡大掲示物を自主的に作成する姿も多

く見られ、 音楽表現の向上に対する積極的な取り

組みが増加した（図 27）。

その他、 和音やコード進行に興味を持ち、 本

校 3 年生が取り組んでいる 「卒業研究」 でのテー

マに掲げ、 学びを深める生徒や、 作曲に挑戦す

る生徒も現れた。

以上の結果から、 音楽の学習において、 「学力

を育む 「やりくり」 授業の開発」（鳥取大学附属中

学校　2020） のポイントに基づいた題材を設定す

ることにより、 音楽の学習に対する生徒の取り組み

に自発的な姿勢がみられ、 深い学びによる音楽

表現の向上が期待できることを明らかにした。

5. 今後の課題

今後も、 生徒が主体的 ・ 創造的に学習に取り

組むことができるような題材設定、 評価基準の設

定、 ワークシート等について考え、 生徒の思考力、

判断力、 表現力が高まっていくよう指導と評価につ

いて研究していきたい。 また、 生徒が必要感をもっ

て協働的な活動に取り組んでいけるよう学習活動

を設定し、他教科での学びとも関連付けながら、「や

りくり」 授業を創造していきたい。
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図 27. 合唱練習の様子
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